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8
月
25
日
、
市
立
中
学
校
、
高
等
学
校
か
ら
選
出
さ
れ
た
51
人
の
議

員
が
集
い
、
通
常
の
市
議
会
さ
な
が
ら
に
、
市
長
を
は
じ
め
市
側
理

事
者
に
市
政
の
現
状
と
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
後
ジ
ュ
ニ
ア
議
会
の
総
意
と
し
て「
み
ん
な
で
つ
く
る
川
口
の

元
気
の
決
議
」を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

問い合わせ･･･指導課  i048-259-7661～2  k048-253-6260

き
ら
り
川
口
ジ
ュ
ニ
ア
議
会

みんなでつくる川口の元気の決議
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藤
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災
害
が
起
き
た
際
の
避
難

経
路
を
、ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
ま
す
か
。

　避
難
場
所
、避
難
道
路

な
ど
を
記
載
し
た
地
震
防

災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
市
内
全
て
の

家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

防
災
ア
プ
リ
の
公
開
や
広
域
避
難

場
所
へ
の
案
内
標
識
を
各
所
に
設

置
す
る
な
ど
、避
難
経
路
の
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を
保
つ
た
め

に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し

て
い
ま
す
か
。

　市
内
に
残
る
貴
重
な
緑

地
に
加
え
、一
定
の
樹
木
や

生
け
垣
を
保
全
す
べ
き
も
の
と
し

て
、緑
の
維
持
保
全
の
た
め
の
助
成

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。ま
た
、開

発
に
よ
り
消
失
の
恐
れ
の
あ
る
保

全
緑
地
に
指
定
さ
れ
た
斜
面
林
を

市
が
買
い
取
る
取
り
組
み
も
進
め

て
い
ま
す
。

QA

QA

質
問
・
答
弁

ジ
ュ
ニ
ア
議
員 （
敬
称
略
）

第
17
回

平成２7年８月２5日
きらり川口ジュニア議会

議場での記念撮影

　今年は、戦後70年を迎える年、また、川口市が平和都市宣言をしてから30
年目を迎える節目の年です。現在、私たちのまち川口には、約60万もの人が暮
らしており、鋳物や植木をはじめとする、伝統や技術に培われた「川口ブラン
ド」を数多く産み出すなどして、常に発展し続けてきました。
　しかし、終戦直後の川口には、荒れ果てた土地しか残されておらず、蓄えられ
ていた戦後需要品を十分に生かすことも難しかったと言われています。それで
も、我々の先人達は、労を惜しまず、知恵をふりしぼり、市民皆で手を取り合って、
大都市への発展の「礎」を創りあげてきました。
　そんな川口の「現在の姿」について、みなさんはどう感じていますか。深刻化
した環境問題や疲弊した地域経済、少子高齢化や地域コミュニティの衰退な
ど、発展と同時に、様々な課題も抱えるようになってしまいました。ご存知のとお
り、これらは改善するのが難しい問題ばかりです。
　しかし、我がまち「川口」の更なる発展、そして「元気なまち」にしていくため
には、ここにいる我々の「チャレンジ」が必要なのではないでしょうか。一人の力
ではできないことも、皆で集まって、その数を増やしていけば、成功の可能性は
高まるはずです。長い間受け継がれてきた伝統や、地域コミュニティを大切にし
つつ、川口の歴史の新たな１ページを、担い手である私たちが創っていきたいと
思っています。
　本日、ジュニア議会に参加させていただき、同じ中学生や高校生の意見を聞
き、私たちの暮らすまち「川口」について、真剣に考えることができました。これ
から、未来の川口を創っていくのは、ここにいる私たちです。「元気なまちづくり」
そして「元気な人づくり」の実現に向けて、皆で力を合わせ、活気溢れる川口市
にすることを誓います。そして、我がまち「川口」が、今以上に魅力あふれるまち
になるよう、みんなで「川口の元気」をつくっていくことを、ここに決議いたします。

いしずえ

議 員 提 出 議 案


